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先୺の೴研究を大୾にల開࠷఺̧̖̩にお͚るڌՊֶのܦ࿦తਆࢉܭ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　データ解ੳに関する知識・matlabఔ度のプロάラムスΩϧがあることが望ましい（必ਢではない）。

研究室の指導方針
　本研究室では、೴機能の情報ॲ理の؍点からの解໌と、それに基ͮく新たな機械知能（ਓ工知能）の実ݱを目ࢦし、ϒϨイン・デίー
ディンά、ϒϨイン・マシン・インタフェース、χϡーロフィーυόック、ロϘット学習などの方法論をもとに最新の機械学習ख法を࢖ۦ
したࢉܭ理論的ਆ経科学の研究・教ҭを行います。

この研究で身につく能力
点からの೴情報解ੳ技術、機械学習などのਓ工知能技術、ϒϨインマシンインタフェース技術、ώϡーマϊイ؍論的ਆ経科学のࢉܭ　
υロϘットおよͼΞシストロϘット੍ޚ技術の習得。

修了生の活躍の場
　国内֎大学、国立研究開発法ਓ（産業技術૯合研究所など）、૯຿ল、企業（IB.、日立製࡞所、日本電ؾ、サイόーΤージェント、
όンμイφムί、ౡ௡製࡞所、ύφιχックなど）

研究内容
ੜཧֶɺ৺ཧֶɺܦೳΛཧղ͢ΔͨΊʹɺਆػΘͨΔ೴ʹذͳͲଟޠݴɺӡಈɺίϛϡχέʔγϣϯɺ৘ಈɺ֮ײ　
೴׆ಈඇ৵ऻܭଌɼϩϘςΟοΫεͳͲ実ݧతͳख๏Λɺࢉܭཧ࿦తͳ࿮૊ΈͰ༗ػతʹ౷合͠· ɻ͢

༺ց஌ೳͷϩϘοτԠػ
　ਓ͕ؒͲͷΑ͏ʹ行ಈܾఆ͠ɺࣗΒͷ਎ମΛ੍͍ͯ͠ޚΔͷ͔ͱ͍͏໰୊͸ɺ͍ͣΕ΋໨త޲ࢦͷҙܾࢥఆ໰
୊ͱͯ͠ڧԽֶश͓Αͼ੍ޚཧ࿦Λ༻͍ͯ਺ཧతʹଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢ਓؒɾϩϘοτͷڠௐಈ作ֶशΛԠ
༻ྫͱͯ͠ɺσʔλۦಈͰ࠷ద੍ޚଇΛಋ͘ڧԽֶशཧ࿦Λഎܠͱͨ͠ػց知ೳͷڀݚ։ൃΛ行͍· ɻ͢

ೝ஌ػೳͷղ໌ͱૢ࡞
　೴͸ڊ大ͳ৘ใωοτϫʔΫͱݟͳͤ· ɻ͢هԱ΍ߟࢥͳͲͷೝ知ػೳͱ೴಺ωοτϫʔΫͷؔ܎Λղ明ɺ
χϡʔϩϑΟʔυόοΫͳͲͷख๏Λ༻͍ͯɺωοτϫʔΫΛૢ作͠ɺ加ྸ΍೴࣬ױʹΑͬͯ ௿Լͨ͠ೝ知ػೳΛ
ճ෮ͤ͞Δํ๏Λ։ൃ͍ͯ͠· ɻ͢

ϒϨΠϯɾϚγϯɾΠϯλϑΣーεڥ؀࣮
　೔ৗతͳڥ؀Լͷ೴׆ಈΛܭଌͯ͠ɺετϨε΍ײڞͳͲͷ৘ಈঢ়ଶΛਪଌ͢Δख๏Λ։ൃ͠· ɻ͢͜ΕʹΑ
Γࣗવͳঢ়ଶͰͷೝ知ػೳͷਆجܦ൫ʹഭΔͱڞʹɺਓࡐҭ੒ͳͲ΁ͷ೴ՊֶͷԠ༻Λ໨͠ࢦ· ɻ͢

೴ͷμΠφϛΫεϞσϧ
　本ࣨڀݚͰ͸ɺෳ਺ͷ೴ܭଌσʔλΛ౷合͢Δख๏ͷڀݚΛ行͍ͬͯ· ɻ֤͢ʑͷσʔλͷ௕所Λ͔͜͢׆
ͱʹΑΓɺ̍ͭͷܭଌͰ͸達੒Ͱ͖ͳ͍೴৘ใͷந出΍ϞσϧԽΛ໨͠ࢦ· ɻ͢౰ࣨڀݚͰ։ൃ͞Εͨख๏͸ɺ
ιʔείʔυΛެ։͢Δ͜ͱʹΑΓɺࠃ಺֎ͷϓϩδΣΫτਪਐʹ大͖͍ͯ͘͠ݙߩ· ɻ͢

೴׆ಈϑΟーυόοΫ
　਺ཧ౷ٕܭज़ͰG.3*৴߸ͷۭؒύλʔϯΛղੳ͠ɺඃऀݧʹ実ؒ࣌ͰϑΟʔυόοΫ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ໨ඪͷ
·͠ࢦͷϝΧχζϜͷղ明͓Αͼ治ྍํ๏ͷ։ൃΛ໨ױಈύλʔϯΛ༠ಋ͢Δํ๏Λ༻͍ͯɺ࣬׆ ɻ͢

ҙܾࢥఆͷ਺ཧϞσϧ
　ਓؒͷҙܾࢥఆͷϝΧχζϜΛղ明͢ΔͨΊʹɺ೴ͷࢉܭ࿦ʹ͍ͨͮج実ݧख๏΍ղੳख๏ͷڀݚɾ։ൃΛ
行ͬͯ ͍· ɻ͢·ͨڀݚͰಘΒΕͨ知ݟΛɺਫ਼ਆҩֶ෼野΍ࣾձࡁܦ෼野ͳͲ広ࣾ͘ձ΁Ԡ༻͍ͯ͘͜͠ͱΛ໨
·͠ࢦ ɻ͢

ϩϘοτ֨ࠎ֎*.#
　ӡಈΞγετ΍ۀ࢈༻్ͳͲʹ͓͍ͯɺࠓϩϘοτ͕ਓؒͱ෺ཧతʹ͍ۙͱ͜ΖͰڠಇ͢Δ͜ͱ͕ظ଴͞Εͯ
͍· ɻͦ͢ͷͨΊʹ͸ɺώτͱϩϘοτ͕૬ޓʹ͔ͭదԠతʹڠௐ͢Δޚ੍ڞͷ࿮૊Έ͕ඞཁͱͳΓ· ɻ͢ϒϨ
ΠϯɾϚγϯɾΠϯλϑΣʔε	#.*
Λ༻͍Δ֎֨ࠎϩϘοτ΁ͷԠ༻ʹΉ͚ͨɺڞదԠ੍ޚͷ࿮૊Έͷڀݚ։
ൃΛ行͍· ɻ͢

研究設備
 ・೴活動ܭଌ環境
   G.3I૷ஔ
 .E(૷ஔ
 ೴೾ܭ(EE()
 ۙ੺֎線分ޫ૷ஔ(NI3S)
・ロϘット実験環境
   ώϡーマϊイυロϘットɼ上֨ࠎ֎ࢶロϘットɼԼ֨ࠎ֎ࢶロϘット 
・大ܕ実験設備
   B.Iϋウス

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
・઒ು：理化学研究所革新知能౷合研究センター・チームリーμー 
・森本：IEEE 3obotiDs and AVtomation SoDietZ 会員

Պֶ研究室ܦਆࢉܭ
（技術研究所ૅج௨৴ؾ電ࡍࠃ）
http://www.Dns.atr.jp/Dns-naist/

（写真左から）
客員教授：઒ು　一ߊ kawanabe@atr.jp
客員教授：ా中　ࠫ৫ xsaori@atr.jp

　˞બ୒できる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。




